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今年は統一地方選挙の年です・・・・・・・・Ｐ２

平成３１年度分無料ごみシールを配布します・・Ｐ４

じないまち 雛 めぐり・・・・・・・・・・・・Ｐ３２
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保健医療のページ・・Ｐ１６

子育てのページ・・・Ｐ１７～１９

今月の相談・・・・・Ｐ２０

くらしのページ・・・Ｐ２０～２３

ゆとりのページ・・・Ｐ２４～３１

人口　１１万１８３７人（男性５万３００１人、女性５万８８３６人）　世帯数　５万９４４世帯
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平平成成３３１１年年
２２００１１99

農業公園サバーファームでは、５月下旬ごろまでイチゴ狩りが楽しめます。　　  　　※関連記事２７ページ
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今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す

　
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
必
ず
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

投
票
日

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
４
月
７

日


◎
市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市

長
選
挙
＝
４
月
　
日


２１

※
い
ず
れ
も
、
午
前
７
時
～
午

後
８
時
。

市
役
所
と
金
剛
連
絡
所
で

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
情

で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　「
仕
事
に
従
事
す
る
予
定
の

あ
る
と
き
」「
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い

物
、
旅
行
な
ど
何
ら
か
の
用
事

で
、
投
票
区
外
に
滞
在
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
」「
病

気
、
負
傷
、
妊
娠
、
身
体
の
障

が
い
な
ど
の
た
め
、
歩
行
が
困

難
で
あ
る
と
き
」「
天
災
ま
た
は

悪
天
候
に
よ
り
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
見
込
ま

れ
る
と
き
」

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
３
月
　３０

日

～
４
月
６
日


◎
市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市

長
選
挙
＝
４
月
　
日

～
　
日

１５

２０

※
い
ず
れ
も
、
土
・
日
曜
日
を

含
む
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所
２

階
ホ
ー
ル

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者

投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
自

宅
な
ど
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内

容■
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

■
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

■
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

■
両
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の
障

が
い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

■
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

■
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

さ
あ
投
票

選
挙
の
主
役
は

あ
な
た
で

さ
あ
投
票
　
選
挙
の
主
役
は
　
あ
な
た
で
すす

府
議
会
議
員
選
挙
《
投
票
日
４
月
７
日

》

市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙
《
投
票
日
４
月
　
日

》

２１

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
証
明
書
に
は
有
効

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
で

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

※
投
票
用
紙
は
、
同
証
明
書
を

添
え
て
投
票
日
の
４
日
前
ま
で

に
同
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投

票　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

春
の
全
国
火
災
予
防
運

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動動

忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
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確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確

忘
れ
て
な
い
？
　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
　
火
の
確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
こ

の
時
期
に
、
火

災
に
よ
る
死
傷

者
の
発
生
を
防

ぎ
、
被
害
の
軽

減
を
図
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ん
に
防
火
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す

る
と
滞
在
先
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
同

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

※
郵
送
で
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

め
、
３
月
１
日

～
７
日

に

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
防

止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
中
に
締
結
し
た

３０

協
定
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
の
協
定
締
結
を
推
進
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

各
種
団
体
と
災
害
時
の

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

災害による被害を最小限に～久野喜
台二丁目に自主防災会が誕生～ 

　新たに、久野喜台二丁目に自主防災会が結成

され、ヘルメットやシャベル、ハンマー、バー

ル、担架などの防災資機材が配備されました。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害

へのいち早い対応など、地域防災の柱として住

民の安全を確保するための活発な活動が期待さ

れます。

●自主防災組織を結成しましょう

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たち

で守る」という、地域住民の強い信念と連帯感

に基づいて、自主的に結成する防災組織です。

若い世代を含めた一人一人の「力」が必要です。

　災害に強い地域を作るために自主防災組織を

結成しましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕
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近
年
、
地
震
や
豪
雨
、
台
風

に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、
災
害
に
対

す
る
備
え
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
本
市
で
も
昨
年
９
月
に
来
襲

し
た
台
風
第
　
号
に
よ
り
、
住

２１

宅
や
農
業
施
設
な
ど
に
大
き
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害

時
、
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を

い
ち
早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
防
災
無
線
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
役
所

に
設
置
し
た
親
局
か
ら
、
災
害

危
険
箇
所
な
ど
に
設
置
し
た
子

局
へ
防
災
情
報
を
無
線
で
送
信

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾

濫
な
ど
の
発
生
の
危
険
性
が
高

ま
っ
た
と
き
、
避
難
勧
告
な
ど

の
情
報
を
い
ち
早
く
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
災
害
発
生
時
な
ど
に
は
、
子

局
か
ら
親
局
へ
の
緊
急
連
絡
も

可
能
で
、
こ
れ
ま
で
に
災
害
危

険
区
域
や
市
立
小
学
校
な
ど
市

内
　
カ
所
に
子
局
を
設
置
し
て

４４
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）」
に
接
続
し
、

国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
地
震
や

武
力
攻
撃
な
ど

の
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い

緊
急
事
態
の
情
報
を
受
信
し
、

自
動
で
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
達

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

３
月
よ
り
定
期
放
送
の
時

間
が
午
後
６
時
に
変
わ
り

ま
す

　
防
災
無
線
を
活
用
し
、
災
害

発
生
時
に
備
え

た
平
常
時
の
放

送
点
検
と
、
子

ど
も
た
ち
に
帰

宅
を
呼
び
掛
け

る
た
め
に
定
期

放
送
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容
　

毎
日
、
午
後
６
時
（
　
月
～
翌

１０

年
２
月
ま
で
は
午
後
５
時
）、

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
メ
ロ

デ
ィ
の
み
）

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

災害時に備えて

防災無線を整備しています
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な
お
、
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た

め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で

あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日

を
過
ぎ
て
も

２８

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～
１
４

６
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請
（
住
民

登
録
を
し
て
い
な
い
人
）

　
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
本
市
に

居
住
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す

る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が
記
載

さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領
収

書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便
物
の

コ
ピ
ー
な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参

し
、
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡

所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
は
４
月
よ
り
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
３１

度
の
シ
ー
ル
は
、
４
月
の
収
集

よ
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
の
シ
ー
ル
が

３０

残
っ
て
い
る
場
合
は
、　

年
３

３２

月
　
日

ま
で
継
続
し
て
使
用

３１
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ー
ル
の
返
還

　
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ
る
場
合
は
、
転

出
届
の
際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁
止
で
す
。

他
の
人
に
譲
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日

～
　

１４

２７

日

の
間
に
郵
送
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　「
た
だ
い
ま
」
と
元
気
の
い
い

子
ど
も
た
ち
の
声
に
、「
お
か
え

り
」
と
笑
顔
で
迎
え
る
ス
タ
ッ

フ
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
で
あ
る
「
子

ど
も
食
堂
」
は
、
市
内
5
カ
所

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
　
年
３０

　
月
に
1
カ
所
増
え
て
（
左
記

１１参
照
）、
現
在
6
カ
所
で
子
ど

も
た
ち
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
知
名
度
が
上
が
る
に
伴
い
、

「
こ
の
お
米
を
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
提
供
の

申
し
入
れ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と

子
ど
も
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
登
録
者
数
も
増

え
、
子
ど
も
食
堂
の
応
援
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

●
子
ど
も
食
堂
を
開
設
し
た

い
・
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

携
わ
り
た
い
人

　
子
ど
も
食
堂
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
の
開
設
相
談
、

子
ど
も
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登

録
、
食
材
の
寄
贈
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

内
「
子
ど
も
食
堂
・
居
場
所
づ

く
り
運
営
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
」（
内
線
2
8
7
）

きんきうぇぶ こども食堂

～平成３０年１１月、新たに開設～

　地域の子どもたちが安心して集

える居場所として、無料のプログ

ラム教室

や絵本の

読み聞か

せなど、

さまざま

なレクリ

エーショ

ンを企画しています。

とき　第３水曜日、午後６時～７

時３０分

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ

（小金台二丁目５の１０）

問い合わせ　寺田さん〔(２９)

００１９〕
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充
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新
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すすすすすすすすすす

支
援
サ
ポ
ー
タ
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募
集
し
て
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ま
す
～～～～～～～～～～～

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルををををををををををををををををををををを配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま無料ごみシールを配布しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



５

　
本
市
で
は
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合
に
、
小
学
６
年
生
ま
で

の
病
気
の
お
子
さ
ん
を
専
用
ス

ペ
ー
ス
で
一
時
的
に
保
育
す
る

病
児
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
年
度

ご
と
に
事
前
の
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。

実
施
施
設
　
済
生
会
富
田
林
病

院
内
保
育
施
設
「
な
で
し
こ
保

育
園
」

保
育
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）、
午
前

８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
期
間
　
１
回
に
つ
き
最
長

１
週
間

定
員
　
１
日
あ
た
り
最
大
４
人

利
用
予
約
の
受
け
付
け

・
前
日
ま
で
の
予
約
＝
月
～
金

曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）、
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
４５

・
当
日
予
約
＝
午
前
８
時
　
分
３０

～
９
時
　
分
３０

平
成
　
年
度
利
用
者
の
      

３１

事
前
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　
３
月
１
日

～
、
利
用
登
録

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
こ
ど
も
未
来
室
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

※
市
内
保
育
所
・
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
は
利
用
施
設
へ
の
持
参

も
可
。

※
同
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
室

ま
た
は
市
内
保
育
所
・
学
童
ク

ラ
ブ
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

※
対
象
者
や
利
用
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔h

ttp
s://

to
n
-to
n
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
（
同
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
６
）

病児保育事業のご利用を
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対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
平
成
　
年
４
月
２
日
以
降
に

３０

本
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

～
平
成
　
年
度
分
の
申
請
は
３
月
　
日

ま
で
～

30

29

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業業

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ

タ

ニ

テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど

の
品
物

※
お
祝
い
品
は

準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
発
送

し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
３
月
　
日
２９


ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出
を
す

る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
都
市
魅
力
創
生
課
の
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に
お
祝
い
品

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す

子ども・子育て支援に関するニーズ調査
にご協力を

　本市では、平成２７年度からの５カ年を計画期間と

した「第１期子ども・子育て支援事

業計画」を策定し、子どもの保育や

教育、地域での子育てを総合的に支

援しています。

　同計画の期間が３１年度末で終了す

ることから、引き続き子育て施策を

推進していくために、現在、３２年度以降の指針とな

る第２期計画の策定に取り組んでいます。

　そこで、子ども・子育て支援などに関する施策の

必要性や、そのニーズを把握するための調査を実施

します。

　本調査は子ども・子育て支援法に基づき全国の市

町村で実施されているもので、いただいたご回答は

子ども・子育て支援施策充実のための大切な資料と

なりますので、調査票が届いたご家庭は、ご協力を

お願いします。

調査方法　小学生以下の子どもの中から無作為に抽

出した３７５０人に対し、３月上旬に発送（公立小学校

に在籍する児童には学校を通じて配布）

※封筒の宛名に記載された子どもの保護者が回答し

てください。

問い合わせ　こども未来室（内線203）

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医



６

ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
大
阪
愛
に
あ
ふ
れ
た
動
画
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配

信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
阪

を
「
知
っ
て
」

も

ら

い
、「
来

て
」
も
ら
い
、

「
住
ん
で
」
も

ら
い
、
そ
し
て

大
阪
に
住
ん
で

い
る
府
民
の
皆

さ
ん
に
地
元
大

阪
へ
の
「
誇
り
」

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
４
）

　
本
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
Ｆ
Ｃ
大
阪
と
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
富
田

林
テ
レ
ビ（
愛
称
・
と
ん
テ
レ
）
」

の

放

送

を
「
F
 R
  E
S
H

       

　

フ

レ

ッ

シ

ュ

 L
I
V
E
 」
無
料
チ
ャ
ン
ネ
ル

ラ

イ

ブ

を
活
用
し
て
配
信
し
て
い
ま
し

た
が
、
2
月
　
日
を
も
っ
て
無

１２

料
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
た
生

配
信
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ
（
過

去
の
放
送
）
の
サ
ポ
ー
ト
が
終

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
視
聴
方

法
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
富
田
林
テ
レ

ビ
の
視
聴
方
法

　
２
月
号
以
降
の
富
田
林
テ
レ

ビ
生
配
信
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ

に
つ
い
て
は
、「
O
S
A
K
A
 愛
 

め
い

 鑑
 」
の
富
田
林
市
の

か
んペ

ー
ジ
〔h

ttp
s
:/
/
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n
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a
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o
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a
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e
/

〕
に
移

行
し
て
配
信
し
ま
す
。

※
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
は
、

 Ｙ
ｏ
ｕ
 　

ユ

ー

 Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
 富
田
林
テ

チ

ュ

ー

ブ

レ
ビ
ア
カ
ウ
ン
ト〔h

ttp
s://w

w
w
.y
o
u
tu
b
e
.c
o
m
/c
h
a
n
n

e
l/U
C
zU
-V
X
B
iM
w
s
D
t6
1

w
O
jw
u
p
G
A

〕
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
愛
鑑
と

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
愛
鑑
と
はは

　
府
お
よ
び
市
町
村
の
人
や
物

の
魅
力
を
「
大
阪
か
ら
世
界
へ
」

配
信
す
る
た
め
の
動
画
ポ
ー
タ

プロサッカーを観戦しよう

　本市と包括連携協定を締結しているＦＣ大阪との

取り組みとして、市内在住・在学の人などを対象に、

無料観戦を主とした「富田林市民応援デー」を実施

します。

　プロスポーツを身近に感じるとともに、みんなで

一緒にＦＣ大阪の応援をしませんか。

とき　３月１７日、午後１時キックオフ

ところ　Ｊ－ＧＲＥＥＮ堺メインフィールド（堺市

堺区築港八幡町１４５）

対象者　①市内在住・在学の人、②市内の少年サッ

カークラブに所属している人

入場料　無料

申し込み　①は当日直接会場へ（免許証、保険証、

学生証など本人確認書類を持参してください）、②

は所属サッカークラブへ

問い合わせ　都市魅力創生課（内線４２４）

　
本
市
で
は
、
一
部
の
公
の
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
民

間
事
業
者
な
ど
の
能
力
を
活
用

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
今
年
度
で
指
定

期
間
が
満
了
す
る
施
設
に
つ
い

て
、
下
表
の
と
お
り
新
た
に
指

定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
各
施
設
所
管
課

新たに指定管理者

を指定しました

けあぱるの閉館時間が延長
されます

　４月２日より、けあぱるの健康

づくり・世代間交流施設（ウエルネ

スけあぱるなど）の閉館時間が延長

され、以下のご利用時間となりま

す。

会議室、クラフトルームなど

・火～土曜日＝午前９時～午後９時

・日曜日、祝日＝午前９時～午後５

時１５分

ウエルネスけあぱる（温水プール、

トレーニングルーム）

・火～土曜日＝午前１０時～午後８時

４５分

・日曜日、祝日＝午前１０時～午後５時

問い合わせ　けあぱる〔(２８)８６００〕

富
田
林
テ
レ
ビ
の
視

富
田
林
テ
レ
ビ
の
視
聴聴

方
法
が
変
わ
り
ま

方
法
が
変
わ
り
ま
すす



７

保険料の納付は便利な口座振替で

　普通徴収対象者の国民健康保険料、介護保険料、後期高

齢者医療保険料は、市より送付する納付書で保険料取扱金

融機関、コンビニエンスストア（後期高齢者医療保険料は

除く）または市役所で納めていただくことになっています。

　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に指定の預（貯）

金口座から引き落としされる口座振替が便利で確実です。

　普通徴収対象者で口座振替を希望される人は、納入通知

書と通帳の印鑑、預（貯）金通帳を持参し、保険料取扱金

融機関、または国民健康保険料については保険年金課、介

護保険料については高齢介護課、後期高齢者医療保険料に

ついては福祉医療課で手続きをしてください。

　また、引き落としを希望する口座のキャッシュカード

（暗証番号の入力が必要）を市役所または金剛連絡所に持

参いただくだけで、簡単に金融機関への口座振替の手続き

ができるペイジー口座振替受付サービスの取り扱いもして

います。

　対応している金融機関は次のとおりです。

●ペイジー口座振替受付サービス対応金融機関

りそな銀行、三菱ＵＦＪ銀行、三井住友銀行、池田泉州銀

行、近畿大阪銀行、関西アーバン銀行、成協信用組合、ゆ

うちょ銀行（郵便局）

※４月１日より、近畿大阪銀行と関西アーバン銀行は合

併により関西みらい銀行となりますが、引き続き同サービ

スをご利用いただけます。

※一部取り扱いできないキャッシュカードがあります。詳

しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課(内線１５２、１５６)、高齢介護課（内線

１７５、１７６）、福祉医療課（内線１５８、１５９）

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
事
業
の
運
営
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
財
源
で

す
。
必
ず
期
限
内
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
な

ど
の
対
応
を
取
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
る
世
帯
は
、
有
効
期
限
の

短
い
保
険
証
の
交
付
対
象
に
な

り
、
滞
納
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
通
常
の
被
保
険
者
証
の
代

わ
り
に
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

い
っ
た
ん
医
療
費
全
額
を
支
払

う
「
資
格
証
」
の
交
付
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
と
、
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
有
効
期
限

の
短
い
保
険
証
の
交
付
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
今
月
は
平
成
　
年
度
分
国
民

３０

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
最

終
納
付
月
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険

料
に
つ
い
て
は
保
険
年
金
課

（
内
線
１
５
２
、
１
５
６
）、
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
は
高
齢
介

護
課
（
内
線
１
７
５
、
１
７

６
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
つ
い
て
は
福
祉
医
療
課

（
内
線
１
５
８
、
１
５
９
）

　
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
な
ど
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
、
右
下
表
の
日
程
で

同
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
運

転
免
許
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

最
寄
り
の
会
場
で
受
講
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
で
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
交
通
安
全
に
関
心
の
あ

る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。 春の交通安全講習会

を開催します

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
 Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 へ
車
で
お
越
し

ト

ピ

ッ

ク

の
場
合
は
、
市
役
所
駐
車
場
ま

た
は
市
営
東
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
会
場
の

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）　



８

e
s
s
d
a
y
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
（
ブ
ル
ー
は

「
癒
し
」
や
「
希
望
」
を
表
し

ま
す
）。

と
き
　
４
月
２
日

、
日
没

（
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
）
～
午

３０

後
　
時
１１

と
こ
ろ
　
万
博
記
念
公
園
太
陽

の
塔
、
大
阪
城
天
守
閣
、
通
天

閣
、
天
保
山
大
観
覧
車
（
予
定
）

※
天
保
山
大
観
覧
車
は
午
後
　１０

時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー「
ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
」

〔

０
６
（
６
９
１
０
）
８
０

０
１
〕

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
こ

の
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
位
置
付

け
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の

た
め
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
社

会
の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め

に
は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る

私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必

要
で
す
。

　「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
を

契
機
と
し
て
、
自
閉
症
を
は
じ

め
と
す
る
発
達
障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔h

ttp
:/
/
w
w

w
.w
o
r
ld
a
u
tis
m
a
w
a
r
e
n

毎
年
４
月
２
日

毎
年
４
月
２
日
はは
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

４
月
２
日
～
８
日

４
月
２
日
～
８
日
はは

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ででででででででででででででででででででででででででででででででで

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
市
役
所
１
階
市
民
窓
口
課

で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
受

け
取
り
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
手
続
き
が
で
き
る
人

日
本
国
籍
を
有
し
、
か
つ
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
市
外
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
が
単
身
赴
任
な
ど
で
本

市
に
居
住
し
て
い
る
人
（
居
所

申
請
）

※
居
所
申
請
は
、
別
途
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
で
取
り
扱
い
で
き
る

業
務

①
新
規
申
請
、
切
替
新
規
申

請
、
訂
正
新
規
申
請
、
②
記
載

事
項
変
更
申
請
、
③
査
証
欄
増

補
申
請
、
④
紛
失
届

※
必
要
書
類
、
交
付
ま
で
の
所

要
日
数
な
ど
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早
赤

阪
村
に
お
住
ま
い
の
人
の
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
と
受
け
取
り
も

市
役
所
で
で
き
ま
す
。

●
市
役
所
で
の
受
付
時
間
な
ど

●
手
数
料

受
け
取
り
時
に
手
数
料
が
必
要

で
す
。

※
お
手
元
に
府
証
紙
が
あ
る
場

合
は
、
３
月
　
日

ま
で
引
き

３１

市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所市役所でででででででででででパパパパパパパパパパススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーートトトトトトトトトトパスポートののののののののののの

申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続ききききききききききががががががががががででででででででででききききききききききまままままままままま申請手続きができますすすすすすすすすすす

続
き
使
用
で
き
ま
す
。
４
月
１

日

以
降
の
受
け
取
り
は
、
現

金
の
み
の
納
付
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
も
手
続
き
で
き
ま
す

　
従
来
通
り
、
府
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９
４

４
）
６
６
２
６
〕
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
次
の
場
合
は
同
セ
ン

タ
ー
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

■
外
務
省
と
協
議
す
る
必
要
の

あ
る
特
殊
な
場
合

■
業
務
上
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
早
期
に
発

給
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

■
学
校
な
ど
か
ら
団
体
申
請
す

る
場
合

■
震
災
特
例
旅
券
を
申
請
す
る

場
合

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
一
般
旅

券
発
給
申
請
書
に
添
付
の
案

内
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
同
申
請
書

は
、
市
役
所
１
階
総
合
案
内
お

よ
び
金
剛
連
絡
所
、
そ
の
他
の

申
請
書
に
つ
い
て
は
市
役
所
１

階
市
民
窓
口
課
パ
ス
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
で
の
み
配
布
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
全
て
の
申
請
書

は
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
s://w

w
w
.m
o
fa
.g
o
.jp
/m

o
fa
j/to
k
o
/p
a
s
s
p
o
rt/d
o
w

n
lo
a
d
/to
p
.h
tm
l

〕
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
６
）

～４月１日より、府証紙～４月１日より、府証紙がが

使えなくなります　　　　　使えなくなります～～



９

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ズ
」
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
め
ざ
し
て
自
主
活
動
を

す
る
グ
ル
ー
プ
が
学
習
、
会

議
、
交
流
な
ど
の
た
め
に
使
用

で
き
る
部
屋
で
す
。

　
室
内
に
は
、
印
刷
機
、
貸
し

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

部
屋
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
グ
ル
ー
プ
登
録
が
必
要

で
、
活
動
内
容
や
会
員
構
成
な

ど
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ

登
録
グ
ル
ー
プ
を
募
集

　
ま
た
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に
な

る
と
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」

に
参
加
し
て
、
市
と
連
携
し
て

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
平
成
　
年
４
月
よ
り

３１

使
用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日

ま
で
に
申
請

１５

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

男性の育児応援講座～パパと一緒にむかし
遊び＆ママはヨガでリラックス～

　パパと子どもで一緒に昔懐かしい遊びを楽しみま

しょう。

　ママは子育てから離れて、ヨガでリラックスしま

しょう。

とき　３月１６日、午前１０時～正午

ところ　市消防本部４階大講堂、視聴覚室

対象者　小学生以下の子どもと保護者

定員　１０組

受講料　１組５００円（おもちゃの材料費）

持ち物　ヨガマットまたはバスタオル

申し込み　３月１１日までに、講座名、参加者の住所、

氏名、年齢、電話番号を入力し、Ｅメールで人権政

策課〔（内線４７４）・Ｅメールjinken@city.tondabayashi

.lg.jp〕へ（申し込み多数の場合抽選、電話申し込み可）

※ヨガのみの申し込みはできません。

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹

都
市
協
会
で
は
、
本
市
と
ア
メ

リ
カ
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
と
の
友

好
親
善
を
深
め
る
た
め
、
昭
和

　
年
よ
り
交
換
学
生
を
相
互
派

４８

遣
し
て
お
り
、
今
年
は
受
け
入

れ
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
同
協
会
で
は
、
こ
の
夏
来
日

す
る
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　
交
換
学
生
は
３
人
で
、
滞
在

期
間
を
前
・
後
半
に
分
け
、
１

人
が
２
家
庭
に
滞
在
し
ま
す
。

家
庭
で
の
受
入
期
間
　
７
月
　２３

日

～
８
月
　
日

の
間
で
約

１２

　
日
間

１０募
集
件
数
　
６
家
庭
（
同
協
会

に
お
い
て
選
考
）

申
し
込
み
　
市
民
協
働
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
市
民
協
働
課
の
ペ
ー

ジ
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
３
月
　
日

ま
で
に
市
民

２９

協
働
課
内
同
協
会
事
務
局〔（
内

線
４
７
３
）
・

　
９
０
３
７
・

(２５)

Ｅ
メ
ー
ルk

y
o
u
d
o
@
c
ity
.to

n
d
a
b
a
y
a
sh
i.lg
.jp

〕
へ
（
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

●
説
明
会
を
開
催

　
交
換
学
生
の
受
け
入
れ
概
要

に
つ
い
て
説
明
後
、
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
　
日

、
午
前
　

２４

１０

時
～
　
時
１１

と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
２
０
１

会
議
室

申
し
込
み
　
３
月
　
日

、
午

２２

後
５
時
　
分
ま
で
に
、
同
事
務

３０

局
（
内
線
４
７
３
）
へ
　

※
説
明
会
へ
の
参
加
の
有
無

が
、
選
考
に
影
響
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
用
い
た
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
新
た
に
以
下
の
店
舗
で
同

サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
新
た
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
店
舗

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

・
イ
オ
ン

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
市
民
窓
口
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日

程で開設します。申請者本人がお越しください。

とき　３月３日、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
店
舗
が
拡
大
し
ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

交換学生交換学生のの

ホストファミリーホストファミリーをを

募集しま募集しますす



１０

　
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
自
殺
で
亡
く
な
る
人
は

全
国
で
年
間
約
２
万
１
３
０
０

人
で
、
府
内
で
も
約
１
２
０
０

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

で
あ
り
、「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に

気
付
い
た
ら
、
温
か
く
寄
り
添

い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳
を
傾

け
、
次
の
機
関
な
ど
へ
の
相
談

を
勧
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
６

４
）
５
５
６
〕（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前

９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

※
３
月
１
日

、
午
前
９
時
　３０

分
～
　
日

、
午
後
５
時
は
、

３１

　
時
間
体
制
で
相
談
を
受
け
付

２４け
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
 Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
 電
話
相

ラ

イ

ン

談
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
登
録
を
し
、

無
料
通
話
機
能
で

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
月
～

金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
～
午

３０

後
５
時
）

※
３
月
１
日

、
午
前
９
時
　３０

分
～
　
日

、
午
後
５
時
は
、

３１

　
時
間
体
制
で
相
談
を
受
け
付

２４け
ま
す
。

※
友
だ
ち
登
録
後
は
、
手
続
き

の
た
め
す
ぐ
に
電
話
が
か
か
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
運
用
上
、「
既
読
」
が
つ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、「
ト
ー
ク
」

に
よ
る
相
談
に
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。

■
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
〔

０

６（
６
６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
月
・
火

木
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
）

■
若
者
専
用
電
話
相
談
（
わ
か

ぼ
ち
ダ
イ
ヤ
ル
）〔

０
６
（
６

６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
水
曜
日
、
午

前
９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
４
〕（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）

４５

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
８
３
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、
午
前
８
時
～
翌
午
前
８
時
）

■
府
妊
産
婦
こ
こ
ろ
の
相
談
セ

ン
タ
ー
〔

０
７
２
５
　
５
２

（５７）

２
５
〕（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
　
時
～

１０

午
後
４
時
）

■
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

〔

０
６
（
６
２
６
０
）
４
３

４
３
〕（
毎
週
金
曜
日
、
午
後
１

時
～
日
曜
日
、
午
後
　
時
）

１０

■
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
〔

０
６

（
６
９
４
２
）
９
０
９
０
〕（
毎

週
月
曜
日
、
午
後
８
時
～
翌
午

前
３
時
）

●
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相
談
員

が
、
ご
遺
族
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
　
電
話
の
際
に
は
、「
自
死
遺
族

相
談
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
８
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　４５

分
）
へ

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の
ペ
ー
ジ
〔h

ttp

:/
/
k
o
k
o
ro
-o
s
a

k
a
.jp
/j/

〕
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み

の
相
談
窓
口
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

～
死
な
な
い
で
　
ま
ず
打
ち
明
け
て
　
そ
の
悩
み
～

あなたもゲートキーパーになりませんか   　　
～養成講座・講演会を開催します～

　あなたの周囲に悩みを抱えてつらそうな人はいませんか。

ゲートキーパー（命の門番）は、悩んでいる人に気づき、声

を掛け、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のこと

です。ゲートキーパーは特別な資格ではありません。

　養成講座を受講し、悩みを抱える家族や仲間のサインに気

づき、寄り添う方法を学んでみませんか。

　また、「こころの健康」、「地域でできるわたしたちの自殺対

策（生きる支援）」をテーマに臨床心理士による講演会も開催

します。

とき　３月２２日、午後１時３０分～３時３０分（午後１時～受

け付け）

ところ　市消防本部

定員　５０人　受講料　無料

申し込み　３月６日～、講座名、住所、氏名、生年月日、

電話番号を明記し、ファクスで保健センター〔(２８)５５２０・

(２９)７７６０〕へ（申し込み先着順、電話申し込み可）



１１

●
た
け
ち
ゃ
ん
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
三
丁
目

利
用
料
　
年
額
７
２
０
０
円
～

２
万
９
４
０
０
円
（
１
区
画
約

　
～
１
４
７
平
方
㍍
）

３６問
い
合
わ
せ
　
竹
野
さ
ん
〔


０
９
０
（
４
２
９
５
）
７
４
１

５
〕

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥

４０

料
代
、
営
農
指
導
・
農
具
使
用

料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
忠
一
さ

ん
〔

０
９
０
（
５
６
６
３
）

６
２
３
７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
５
０
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
、
イ
ン

５０

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、
完
全
指

導
型
）

※
駐
車
場
、
水
道
、
貸
し
農
具

あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
・
５
平
方
㍍
）

８２

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
福
田
さ
ん
〔


　
２
１
３
６
〕

（３４）●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

８０

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
美
奈
子

さ
ん
〔

０
９
０
（
８
７
９
１
）

５
８
９
５
〕

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
５
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

０
９
０
（
９
８
６
１
）

１
６
１
６
〕

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ａ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
～
１
０
０
平
方
㍍
）

３５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
さ
ん
〔


０
９
０
（
６
９
８
７
）
３
８
１

７
〕

貸し農園の利用者を募貸し農園の利用者を募集集

　
家
庭
ご
み
や
枯
れ
葉
な
ど
の

野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ
る
、
野
焼

き
行
為
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
　「
煙
が
家
の
中
に
入
っ
て
息

苦
し
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
や
灰

が
つ
い
て
困
っ
て
い
る
」
な
ど

野
焼
き
行
為
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
燃
や
し
て
い
て
も
、

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
迷
惑
を
掛

け
て
い
ま
す
の
で
、
野
焼
き
行

為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

　
平
成
　
年
４
月
１
日
に
特
定

３０

生
産
緑
地
制
度
が
、
同
年
９
月

１
日
に
は
生
産
緑
地
農
地
の
貸

借
制
度
が
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

の
生
産
緑
地
の
最
初
の
指
定
か

ら
　
年
を
迎
え
る
２
０
２
２
年

３０
に
向
け
て
、
特
定
生
産
緑
地
の

指
定
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に

市
、
市
農
業
委
員
会
、
J
A
大

阪
南
が
合
同
で
特
定
生
産
緑
地

制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
同
説
明
会
で
は
、
特
定
生
産

緑
地
制
度
や
そ
れ
ら
に
係
る
税

制
度
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
の
で
、
市
街
化
区
域

内
で
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け

て
い
る
農
地
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き
　
３
月
８
日

、
午
後
７

時
～
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）
１
階
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
　
特
定
生
産
緑
地
制
度
の

概
要
、
生
産
緑
地
農
地
の
貸
借

制
度
の
概
要
、
農
地
に
か
か
る

税
優
遇
措
置
の
概
要
な
ど

定
員
　
３
６
０
人
（
当
日
、
直

接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
内
線
４
４
４
、
４
４

９
）、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内

線
４
５
１
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
でででででででででででででででででででででで
のののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
のののののののののののののののののののののの
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
ははははははははははははははははははははははは

やややややややややややややややややややややや
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ

や
め
ま
し
ょ
ううううううううううううううううううううううう

生
産
緑
地
制
度
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す



若松町　

　竹林　 芽  依 ちゃん（１歳１0カ月）
め い

　　　　 紗  英 ちゃん（４カ月）　　
さ え

仲良く元気に大きくなーれ♪

１２

　
川
柳
・
短
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市

内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

、
７
月

３１

号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
横
」）
は
５
月
　
日

ま

３１

で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
俳
句
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
の

間
、
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
毎
回
お
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
　
年
４
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す

３１

（
な
お
、
応
募
は
２
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

２８

清水町　

　浦田　 夏  乃  愛 ちゃん（１歳３カ月）
か の あ

いつも、ニコニコ笑顔。

元気に育ってねー

 わ が 家
の ア ド ル

イ

木戸山町　

　浅田　 丈 ちゃん（３カ月）　
ひろ

待望の赤ちゃん名前の通り丈夫に

育ってね

宛先

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・姉妹と一緒

に写っている写真でも可）は、写真に、メッセージ（20字程

度）を添え、住所、保護者とお子さんの名前（ふりがな）、撮
影時の年齢（月齢）、電話番号を記入し、封書で左記の宛先ま
で応募してください。

　また、市ウェブサイトからもご応募いただけます（右図のＱＲ

コードから応募ページにアクセスできます）。

　なお、今応募された場合、掲載は約５カ月後なります。

桜井町　

　福崎　 碧  人 ちゃん（３歳７カ月）　　
あお と

　　　　 琉  生 ちゃん（１歳２カ月）　
る い

　　　　 玲  生 ちゃん（１歳２カ月）
れ い

いつも賑やか三兄弟！兄弟仲良く大き

くなってね。

藤沢台　

　隅野　 風 ちゃん（９歳）
ふう

　　　　 雨 ちゃん（５カ月）　　　　
あめ

　　　　 然 ちゃん（１１歳）
ぜん

アイドル誕生♪笑顔がまた一つ増えました☆



 紅
 の
装
い

べ
に　

江
戸
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
す

る
特
徴
的
な
物
の
一
つ
に
化
粧
道

具
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
江
戸

時
代
以
前
に
無
か
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
庶
民
に
手
が
出

る
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
化
粧
方
法
は
主
に

 白
  粉
 化
粧
、
眉
化
粧
、
紅
化
粧
、

お
し
 ろ
い

お
歯
黒
（
既
婚
の
印
に
歯
を
黒
く

染
め
る
）
化
粧
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
江
戸
時
代
の
化
粧
道
具

の
中
で

も
中
野

北
遺
跡

か
ら
出

土
し
た

「
 肥
  前
 

ひ
 
ぜ
ん

 磁
  器
  赤
  絵
  紅
  猪
  口
 」（
写
真
）を
ご

じ
 

き
 
あ
か
 
え
 
べ
に
 
ち
ょ
 
く

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
肥
前
磁
器
」
は
肥
前
国
（
現

在
の
佐
賀
県
と
長
崎
県
）
で
焼
か

れ
た
磁
器
、「
赤
絵
」
は
赤
色
の
文

様
、「
紅
猪
口
」
が
用
途
と
形
を
表

し
て
い
ま
す
。
今
で
い
う
口
紅
の

ケ
ー
ス
で
、
高
さ
２
・
５
㌢
、
口
径

３
・
５
㌢
の
小
型
の
お
 茶
  碗
 形
を

ち
ゃ
 
わ
ん

し
て
い
ま
す
。

　
紅
は
高
価
で
あ
る
た
め
、
器
に

満
杯
で
は
な
く
 刷
  毛
 で
薄
く
塗
り

は
 

け

入
れ
た
も
の
を
販
売
し
て
い
ま
し

た
。
紅
猪
口
の
他
に
は
紅
皿
・
紅

板
と
呼
ば
れ
る
紅
容
器
も
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
写
真
の
紅
猪
口
で
す
が
、

外
側
に
は
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
割
れ
て
い
る
た
め
部
分
的
に

し
か
読
め
ま
せ
ん
が
「
と
 起
 ハ
・
・
・

き

１３

　
今
回
は
、
平
成
　
年
度
の
全
日
本

３０

卓
球
選
手
権
大
会
（
マ
ス
タ
ー
ズ
の

部
）
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
の
ベ
ス
ト

８
を
は
じ
め
、
卓
球
の
さ
ま
ざ
ま
な

大
会
で
優
勝
や
上
位
入
賞
を
さ
れ
て

い
る
岡
田
　
る
り
子
さ
ん
（
　
歳
）

６５

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
岡
田
さ
ん
が
卓
球
を
始
め
ら
れ
た

の
は
中
学
１
年
生
の
頃
。「
ピ
ン
ポ
ン

感
覚
で
楽
し
く
で
き
た
ら
」
と
卓
球

部
に
入
部
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
入
部
し
た
卓
球
部
に

は
、
と
て
も
指
導
熱
心
な
顧
問
の
先

生
が
お
ら
れ
た
そ
う
で
、
運
動
が
得

意
だ
っ
た
岡
田
さ
ん
は
目
を
掛
け
ら

れ
、
特
に
厳
し
い
指
導
を
受
け
、
あ

ま
り
の
厳
し
さ
に
泣
き
な
が
ら
帰
る

日
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
厳
し
い
指
導
に
耐
え
た
岡
田

さ
ん
の
頑
張
り
が
実
を
結
ぶ
の
は
、

中
学
２
年
生
の
秋
の
こ
と
。「
先
生
に

 叱
  咤
 激
励
さ
れ
な
が
ら
、
大
阪
府
の

し
っ
 
た

大
会
で
団
体
優
勝
を
し
た
と
き
の
感

動
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話

さ
れ
る
岡
田
さ
ん
の
顔
に
は
昔
を
懐

か
し
む
よ
う
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
　
そ
の
後
も
、
時
に
は
楽
し
み
な
が

ら
、
時
に
は
大
会
に
向
け
て
過
酷
な

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
な
が
ら
卓

球
を
続
け
ら
れ
た
岡
田
さ
ん
は
、
大

学
時
代
に
は
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会
（
一
般
の
部
）
に
も
出
場
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
輝

か
し
い
経
歴

を
持
つ
岡
田

さ
ん
に
、
今

後
の
目
標
に

つ
い
て
お
伺

い
す
る
と
、

「
去
年
の
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

で
は
ベ
ス
ト
８
で
負
け
て
し
ま
っ
た

が
、
良
い
試
合
が
で
き
た
。
今
年
は

ベ
ス
ト
４
を
め
ざ
し
た
い
」「
今
は

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
ス
タ
イ

ル
だ
が
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
頼
ら
な

い
ス
タ
イ
ル
も
身
に
付
け
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岡
田
さ
ん
は
と
て
も
負
け

ず
嫌
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う
で
、

「
勝
ち
負
け
の
あ
る
卓
球
で
、
勝
て

る
か
分
か
ら
な
い
相
手
と
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
試
合
を
す
る
の
は
と
て
も

楽
し
い
。
試
合
で
勝
ち
た
い
か
ら
、

常
に
目
標
を
も
っ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
優
し
そ
う
な
雰
囲
気

か
ら
は
分
か
ら
な
か
っ
た
熱
い
一
面

も
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
に
勝

つ
た
め
の
準
備
で
「
練
習
で
も
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
が
今
も
昔
も
と
て
も
嬉

し
い
。
こ
の
歳
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
上

達
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
話
さ

れ
る
岡
田
さ
ん
の
表
情
は
と
て
も

若
々
し
く
、
こ
ち
ら
も
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
！

橋
南
詰
」
と
読
め
ま
す
。
文
献
に

よ
る
と
大
坂
の
町
に
は
常
盤
（
と

起
ハ
）
紅
と
い
う
紅
屋
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
・・
橋
南
詰
」
は
○
○
橋
の
南

詰
に
お
店
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
紅
容
器
に
紅
屋
の

宣
伝
を
記
し
た
も
の
が
遺
跡
か
ら

よ
く
出
土
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
化
粧
業
界
も
現
代

同
様
の
販
売
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
お
り
、
容
器
に
お
店
の
名
前

や
場
所
、
紅
の
ブ
ラ
ン
ド
名
な
ど

を
描
い
て
広
告
と
し
て
い
ま
し

た
。
　
代
表
的
な
紅
化
粧
の
一
つ
と
し

て
江
戸
時
代
に
大
流
行
し
た
「
 笹
 

さ
さ

 色
  紅
 化
粧
」
が
あ
り
ま
す
。
紅
を

い
ろ
 
べ
に

塗
り
重
ね
る
と
玉
虫
（
金
緑
）
色

に
発
色
す
る
こ
と
を
利
用
し
た
紅

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
 贅
  沢
 な
化
粧

ぜ
い
 た
く

法
で
、
下
唇
に
の
み
施
し
ま
す

（
ち
な
み
に
、上
唇
は
紅
色
で
す
）。

　
も
ち
ろ
ん
庶
民
は
こ
の
よ
う
な

贅
沢
が
で
き
な
い
た
め
、
流
行
の

化
粧
法
に
近
づ
く
べ
く
、
新
し
い

化
粧
法
を
編
み
出
し
ま
す
。
下
地

に
墨
を
塗
り
、
そ
の
上
に
紅
を
塗

る
と
墨
に
含
ま
れ
る
油
分
に
よ
っ

て
鈍
く
光
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、「
笹
色
紅
化
粧
」
に
近
い
効
果

を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
紅
猪
口
が
ど

こ
の
誰
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
た

も
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
い

つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ぬ
美
へ
の
思

い
が
垣
間
見
え
る
出
土
品
で
す
。

　
　
　
文
化
財
課（
内
線
５
０
７
）

わ
が
ま
ち
こ
の
ひ
と

今
も
ま
だ
成
長
の
途
中

岡
田
　
る
り
子
さ
ん

藤
沢
台



まままままままままま
ちちちちちちちちちち
かかかかかかかかかか

ま
ち
か
どどどどどどどどどどど

トトトトトトトトトト
ピピピピピピピピピピ
ッッッッッッッッッッ
クククククククククク

　
　
ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真とととととととととととととととととととととととととととととともももももももももももももももににににににににににににににに見見見見見見見見見見見見見見見るるるるるるるるるるるるるるる１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～～２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののででででででででででででででできききききききききききききききごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととと
１４

　１月19日、 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）で、
ト ピ ッ ク

「未来の富田林をあなたと描く市民会議“ Mira -
み ら

 ton  2018→19”」が開催されました。これは「富
と ん

田林のええとこ・ええもんＰＲ」をテーマに、

参加者自らが企画・アイデアを実践することを

目標にグループで活動するワークショップ形式

の会議で、最終回のこの日は、市の魅力をＰＲ

する動画の上映など、各グループが創意工夫を

凝らし作り上げたＰＲ媒体が披露されました。

■■ええとこ、ええもんをＰええとこ、ええもんをＰＲＲ

　１月20日、中央公民館で、中央公民館クラブ

連絡会設立45周年記念講演会「他者を愛し、自

己を愛する。」が開催され、芥川賞作家の平野

啓一郎さんが自身の作品にもふれながら「愛の

かたち」をテーマに講演されました。

　講演会の後には、お薦めの本を紹介し合い、

最も読みたくなった本を決める「知的書評合戦

（ビブリオバトル）」も実施され、発表参加者は

平野さんの作品の魅力を熱く語っていました。

■■芥川賞作家の人柄にふれ芥川賞作家の人柄にふれるる

　１月23日、重要文化財旧杉山家住宅で、消防訓練が実施されました。訓練では、不審火により中

庭から出火したと想定。通報により駆け付けた自主防災組織の皆さんが観光客を避難誘導し、消防

隊員と消防団員が一斉放水をしました。また、ドローンを飛ばして上空から被害状況を確認する訓

練も実施され、参加者たちはいざというときの備えを改めて確認していました。

■■重要文化財消防訓練～貴重な文化財を後世に引き継ぐ重要文化財消防訓練～貴重な文化財を後世に引き継ぐ～～



■避難所の環境向上をめざして

■食べちゃうのがもったいない

　２月２日、中央公民館で、「デコって楽しい！

手作りバレンタイン教室」が開催されました。

　参加した子どもたちは、夢中になって色とり

どりの「ウーピーパイ」というお菓子を手に、

異なる色のウーピーパイを重ねたり、チョコ

レートで模様を描いたりして、それぞれ個性あ

ふれる飾り付けを楽しみました。できあがった

お菓子は「食べちゃうのがもったいないね」と、

大切に容器に並べて持ち帰っていました。

　２月５日、市消防本部で、「とっぴーと読もう！

読書感想文コンクール」の表彰式が開催されま

した。同コンクールでは、子どもたちの読書活

動の推進とさらなる学習意欲の向上を目的に、

市内在住の小・中学生から読書感想文を募集し

ました。

　７年目を迎えた今回は、4097作品もの応募が

集まり、その中から市長賞・教育長賞各３作品、

とっぴー賞15作品が選ばれました。

■とっぴーと読もう！

１５

　１月31日、市役所で、「災害発生時における

応急生活物資の供給に関する協定」の調印式が

実施されました。これは、災害発生時の避難所

に対し、段ボール製の簡易ベッドや間仕切りな

どを迅速に提供してもらえるよう、民間事業者

２社との間で協定を結ぶものです。これにより、

避難所の床での雑魚寝を原因としたエコノミー

クラス症候群を含む健康被害を軽減するなど、

避難所生活での環境改善が期待されます。

■世界の強豪を相手に奮戦

　２月４日、第43回スポーツチャンバラ世界

選手権大会、 楯 小太刀５－６級の部に出場し、
たて

第３位の成績を収められた川西小学校５年生の

久保　結菜さんが教育委員会顕彰のため市役所

を訪れました。大会では、体格、リーチが違う

外国人とも対戦されたそうで、次の目標につい

て聞かれると、「世界選手権大会で優勝したい」

と力強く話してくれました。

　今後、ますますの活躍を期待しています。



１６

保健医療
富田林病院健診センターで    

がん検診を実施します

とき　４月の月～土曜日（２０日、２９

日を除く、午前９時～正午）

内容　胃がん、肺がん（結核検診含む）、

大腸がんの３種同時検診

※がん検診は原則、胃・肺・大腸の３

つセットですが、胃がん検診のみ外す

ことができます。

対象者　市内在住で検診日に満４０歳以

上の人

申し込み　３月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

特定不妊治療費・不育症治療費

の申請漏れはありませんか

　本市では、特定不妊治療に要する費

用の負担軽減を図るため、府などが実

施する「不妊に悩む方への特定治療支

援事業」を受けた本市に住民登録をし

ている夫婦を対象に、助成金を交付し

ています。

　また、平成２９年４月より不育症治療

費の助成もしています。

　これらの治療費について、今年度の

助成金の申請をしていない人は、保健

センターで手続きしてください。　

　申請方法や申請期限など詳しくは、

お問い合わせください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

府民公開講座 「肺結核の今」

とき　３月１６日、午後２時～４時

ところ　大阪はびきの医療センター

（羽曳野市はびきの三丁目７の１）

※車でお越しの場合は、同医療セン

ター駐車場をご利用の上、駐車券を会

場までご持参ください。

内容　講演「現代の結核事情」など

定員　１００人

受講料　無料　

※手話通訳あり。

申し込み　３月６日～１５日に、講

座名、参加者の氏名、参加人数、電話

番号、会場までの交通手段を記入し、

ファクスで、同医療センター〔０７２

(９５７)２１２１・０７２(９５７)６２８５〕へ（申し

込み先着順、電話申し込み可）

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。実施医療機関（※）は、平成３０年４
月号広報に折り込みの「平成３０年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣
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１７

予防でき、２回の接種で免疫をより確

実にすることができます。

　対象者は下表「平成３０年度の実施医

療機関での予防接種」に記載していま

す。まだ接種できてない人は早めに接

種しましょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

 

麻しん風しん予防接種（ＭＲ）
の受け忘れはありませんか   

　麻しん（はしか）は非常に感染力が

強く、感染すると重い合併症を起こす

こともあります。風しんも感染力が強

く、特に妊娠初期の妊婦が感染すると

生まれてくる子どもが目や耳、心臓な

どに障がいのある「先天性風しん症候

群」となる可能性があります。

　麻しん、風しんはワクチンの接種で

 健診・予防接種

く
ら
し

ゆ
と
り

子
育
て

相
談

保
健
医
療



乳幼児クラブ（前期）

　子育て中の保護者と子どもたちが安

心して集える活動です。

①乳児グループＡ（０～２歳未満）

とき　４月９日～９月１０日の火曜日

②乳児グループＢ（０～２歳未満）

とき　４月１２日～９月１３日の金曜日

③幼児グループ（２歳以上）

とき　４月１１日～９月１２日の木曜日

④金剛幼児グループ（２歳以上）

とき　４月８日～９月９日の月曜日

※いずれも午前１０時～１１時３０分、祝日

は除きます。また、グループごとに３

週間に一度、ワークショップ（参加型

学習）を開催します。　

ところ　①～③児童館、④保健センター

内容　手遊び、絵本の読み聞かせ、友

達づくりなど

対象者　０歳～未就学児とその保護

者。兄弟姉妹を連れての参加可（その

場合は、年長の子どものグループで申

し込んでください）　

定員　①②各２０組、③④各２５組

参加費　無料（ただし、保護者の活動

に必要な費用は実費）

申し込み　３月４日～１１日、午前

９時～午後５時３０分に、児童館へ（電

話申し込み可）　※申し込み多数の場

合抽選。ただし、この活動に初めて参

加する人を優先します。

乳幼児クラブ（特別編）父講座
「お父さんと遊ぼう♪」

　乳幼児クラブの活動をお父さんと一

緒に楽しみましょう。

とき　３月２４日、午前１０時～１１時３０

分（午前９時３０分～受け付け）

ところ　児童館

内容　体操、手遊び、シャボン玉、砂

遊びなど

対象者　乳幼児とその父親（付き添い

の母親の参加も可）　※いずれかが市

内在住・在勤・在学の人に限ります。

定員　２０組

受講料　無料

申し込み　３月１日～８日、午前

９時～午後５時３０分に、児童館へ（申

し込み多数の場合抽選、電話申し込み

可）

１８

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

親子ふれあい体操

　子どもの体力と運動能力を向上させ

るとともに、子どもの成長にとって何

より大切な心を育むため、親子でふれ

あいながら体操を楽しみましょう。

とき　４月１３日、午前１０時３０分～１１

時３０分

ところ　かがりの郷

対象者　市内在住・在勤の保護者と３

歳までの子ども

定員　２０組　

参加費　５００円　　　　　 　

申し込み　３月６日～２９日に、参

加費を添えて、かがりの郷へ（申し込

み先着順、電話申し込み不可）

育児教室「すくすくクラス」

とき　４月１７日、午後０時５０分～３

時１５分、２４日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）　

ところ　保健センター

内容　幼児食の進め方、歯の話、育児

の話、ふれあい遊び、おやつの試食、

個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ

月未満の幼児と保護者

定員　２５組　

参加費　無料

申し込み　３月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ（申し込み先着

順）

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
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市奨学金の申請を

　経済的な理由で、高等学校や高等専

門学校、中等教育学校後期課程、高校

卒業資格の取れる専修学校、支援学校

高等部などへの修学が困難な人に、奨

学金を給付します。

対象者　高校生の保護者で市内に住所

を有する人（生活保護世帯は除く）

給付額　年額４万円、入学支度金（新

１年生のみ）は１万円加算

給付時期　７月ごろに一括給付予定

募集人員　約１００人

申し込み　教育指導室、金剛連絡所、

または市立中学校で配布する申請書に

必要事項を記入し、３月１１日～４月

１０日（土・日曜日、祝日を除く午前

９時～午後５時３０分）に、教育指導室

（内線３６４）へ（郵送不可）

※現在給付を受けている人も、改めて

申請が必要です。

 

ファミリー・サポート・センター
講習会「子どもの歯並びにつ
いて」

　ファミリー・サポート・センターで

は、子育てを援助してほしい人と応援

したい人が会員となって、地域で子育

てを助け合えるように支援していま

す。

　同講習会では、指を吸う癖や虫歯な

どが子どもの歯並びに及ぼす影響につ

いてお話します。

教　育

講座･催し

　会員以外の人も参加していただけま

すので、気軽にお越しください。

とき　３月２８日、午後２時～３時３０

分（午後１時４５分～受け付け）

ところ　市消防本部　※同本部には駐

車場はありませんので、できるだけ公

共交通機関をご利用ください。

対象者　市内在住の人　

定員　２０人　※保育あり（定員５人、

要予約）。

参加費　無料

申し込み　３月６日～１９日に、こ

ども未来室（内線２０５）へ（申し込み先

着順）

富貴の里保育園内    　　　　
子育て支援センターの催し

●アラフォーママ＆プレママ集まれ！

とき　３月８日、午前１０時～１１時３０分

内容　参加者同士の交流など

対象者　３５～４５歳までの妊娠中の人ま

たは育児中の母親とその子ども

定員　１０組

●ふれあい教室

とき　４月４日～７月２５日の木曜日、

午前１０時～１１時３０分（全１０回）

内容　親子の友達づくりと遊びの紹介

対象者　２～５歳の子どもと保護者

定員　２０組

●赤ちゃんクラブ

とき・対象者　４～９月の第１水曜日

＝０～１歳、第２・３水曜日＝１～２歳、

いずれも午前１０時～１１時３０分（全６回）

内容　ふれあい遊びやお散歩、絵本の

読み聞かせ、身体計測など

定員　各１３組

申し込み　いずれも３月６日～、同

支援センター〔(２８)７３６４〕へ（申し

込み先着順）

梅の里保育園内                     

子育て支援センターの催し

●スマイルルーム（親子教室）

とき　４月１６日～７月１６日の原則火曜

日、午前１０時～１１時３０分（全１０回）

対象者　２歳以上の子どもと保護者

定員　２０組

申し込み　４月４日（必着）までに、

往復はがきに、教室名、住所、親子の

氏名（ふりがな）、子どもの生年月日、性

別、電話番号、アレルギーの有無（有

る場合、その内容）を記入し、５８４-

０００１梅の里一丁目２の５　同支援セン

ター〔(２３)４５５５〕へ（申し込み多数

の場合抽選、電話申し込み不可）

春休みとしょかんリサイクル
工作～うごかしてあそぼう！～

とき・ところ　①３月２８日、午後１

時３０分～３時＝中央図書館、②２９日、

午前１０時～１１時３０分＝金剛図書館

内容　おもちゃ作りなど

対象者　４歳～小学生

※小学生未満は保護者同伴。

定員　各３０人　

参加費　無料

※持ち物など詳しくは、各図書館へお

問い合わせください。

申し込み　３月６日、午前１０時～、

①は中央図書館、②は金剛図書館へ（申

し込み先着順、電話申し込み可）

※同工作をお手伝いしていただけるボ

ランティアも募集しています。ボラン

ティアとして参加していただくには、

３月２２日、午後１時３０分～３時３０分

に金剛図書館で開催される研修に参加

する必要があります（申し込みは、３

月６日、午前１０時～、金剛図書館へ）。

１９

※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。
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２０

 

府総合労働事務所「労働相談」
のご利用を

　府では、職場でのトラブルを防止す

るため、労働契約や労働条件に関する

問題、労働組合や団体交渉に関する問

題、職場のハラスメント（セクハラやパ

ワハラなど）に関する問題、就業規則や

人事労務管理に関する問題など、働く

人や使用者からのさまざまな労働相談

について次の窓口で受け付けています

（電話相談も可）。

相　談
●府総合労働事務所（大阪市中央区石

町２丁目５の３エル・おおさか南館３

階）〔０６(６９４６)２６００〕

とき　月～金曜日、午前９時～午後５

時４５分に開設　

※ただし、第１・２・３・５木曜日

（祝日の場合は翌日）は午後８時まで

受け付け。

●南大阪センター（堺市西区鳳東町４

丁３９０の１泉北府民センタービル２階）

〔０７２(２７３)６１００〕

とき　月～金曜日、午前９時～午後５

時４５分に開設　

※ただし、第４木曜日（祝日の場合は

翌日）は午後８時まで受け付け。

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください
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府手話通訳者養成講座

　手話を必要とする聴覚障がい者のコ

ミュニケーション手段を確保するた

め、手話通訳活動をする「手話通訳者」

を養成する同講座を開催します。

とき　５月～平成３２年３月（全３０回程

度）

※詳しい日程や開催場所、対象者など

は、お問い合わせください。

定員　１０人

受講料　無料（教材費実費）

申し込み　障がい福祉課（内線１９３）に

備え付けの申込書に必要事項を記入

し、３月３１日（必着）までに５４０-

８５７０　府民お問合わせセンター「手話

通訳者養成講座」係〔０６(６９１０)８００１〕

へ郵送（府ホームページ〔http://www.

pref.osaka.lg.jp/〕からも申し込みでき

ます）

※同講座を受講するためには、判定試

験に合格する必要があります。試験日

など詳しくは、お問い合わせください。

慢性腰痛とうまくつきあって
いく方法講座

　季節の変わり目は腰痛が起こりやす

い時期です。腰痛を予防するために、

ぜひ参加してください。

とき　３月１８日、午後２時～３時

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　１５人

受講料　５００円

持ち物　飲み物、ヨガマットまたはバ

スタオル

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月７日～、同ホール

〔(２５)１１１７〕へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

 

認知症サポーター集まれ！

　地域で暮らす高齢者や認知症の人を

見守る活動について意見交換をする座

談会を開催します。

とき　３月２５日、午後２時～３時３０

分

ところ　市消防本部

対象者　認知症サポー

ター養成講座を受講し

たことがある人（オレ

ンジリングを持っている人）

定員　２０人

参加費　無料

申し込み　３月１５日までに高齢介護

課（内線１８９）へ

※申し込み多数の場合は抽選し、３月

１８日に当選者にのみ電話で連絡しま

す。

認知症介護家族の交流会

とき　３月２７日、午後１時３０分～３

時３０分　

ところ　市役所

内容　認知症の人や家族が利用できる

各種制度などの紹介、交流会

対象者　市内在住で認知症の人を介護

している家族（認知症の人が市内在住

の場合も可）

※認知症の人もぜひ一緒に参加してく

ださい。

定員　２０人　

参加費　無料

申し込み　３月６日～２２日に、高

齢介護課（内線１８９）へ（申し込み先着

順）

講座・催し
福祉施設のお仕事・事業所    
見学会

とき　３月２０日、午後１時５０分～

ところ　介護老人保健施設さやまの里

（大阪狭山市岩室二丁目１８５の１）

※現地集合・解散。

定員　６人

※詳しくは、お問い合わせください。

申し込み　３月６日～、ハローワー

ク河内長野〔(５３)３０８１〕へ（申し込

み先着順）

 

健康運動指導士（健康運動実
践指導者）アルバイト募集

任用期間　４月１日～９月３0日

（勤務成績などにより契約更新が可能）

勤務場所　市役所および高齢介護課が

指定する場所

職務内容　集会所などで実施する介護

予防のための運動指導、介護予防サ

ポーター養成・育成に関する業務

対象者　健康運動指導士、または健康

運動実践指導者の資格を持ち、高齢者

の介護予防に関する指導経験のある人

募集人数　２人程度

申し込み　３月６日～１８日（土・

日曜日、祝日を除く午前９時～５時３０

分）に、介護予防に関する運動指導の

実務期間を記載した経験履歴書に、健

康運動指導士証または健康運動実践指

導者証の写しを添えて、高齢介護課（内

線１８９）へ（郵送可）　

※面接試験などを実施し、選考します。

面接時間などは申し込み時または後日

電話にてお知らせします。

募　集

２１

※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。
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市・府民税の申告は      　　 

３月15日までに！

　市・府民税の申告をしなければなら

ない人は、今年１月１日現在本市に居

住し、昨年中に所得のあった人です（給

与所得だけの人で市・府民税を特別徴

収されている人や、所得税の確定申告

をした人は必要ありません）。

ところ　市役所地下９０２・９０３会議室

受付時間　午前９時～午後５時３０分　

※申告されていない場合、次のような

ことに影響が出ますので、申告にご協

力ください。

○市・府民税証明書の交付ができない

ことがあります。

○公的年金にかかる所得のみの人など

で、年金保険者への扶養親族等申告書

の提出がなかった場合、または所得税

の確定申告書を提出しなかった場合、

控除される情報が得られないため、扶

養・配偶者控除などの適用が可能で

も、控除が適用されないことがありま

す。

○国民健康保険料や、後期高齢者医療

保険制度の軽減措置の適用を受けられ

ないことがあります。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

 

学生納付特例は毎年申請が　
必要です

　国民年金保険料を納めることが困難

な２０歳以上の学生は本人の前年所得が

１１８万円以下の場合、申請し承認される

と保険料の納付が猶予されます。平成

３０年度に申請し承認を受けた人も改め

て申請が必要です。

　ただし、３１年度分は４月より受け付

け開始となります。

●学生納付特例の承認を受けた期間は

①承認期間中の障がいや死亡といった

不慮の事態には、受給資格があれば障

がい基礎年金や遺族基礎年金が支給さ

れます。

②年金の受給資格期間には算入されま

すが、老齢基礎年金の年金額には反映

されません。

国民年金

③承認を受けた期間の保険料は、１０年

以内であれば後払い（追納）できます。

※２年を過ぎて後払いする場合は、当

時の保険料に経過した期間に応じて、

一定の額が加算されます。

対象者　大学（大学院）、短期大学、高

等学校、高等専門学校、専修学校、各

種学校（修業年限１年以上である課

程）、一部の海外大学の日本分校などに

在学する学生（夜間、通信制課程も可）

手続き　年金手帳、印鑑、学生証など

学生であることを証明できるものを持

参し保険年金課（内線１５３、１５４）へ

※３０年度の学生納付特例の承認を受け

た人で、日本年金機構が在学予定年月

を把握できた人には、３月下旬に学生

納付特例申請はがきが送付されます。

引き続き同じ学校に在学中の場合は、

必要事項を記入の上返送し、承認され

ると４月～３２年３月についても納付が

猶予されます。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

 

３月は国民健康保険料滞納処
分強化月間です

　保険料に未納があると、督促手数料

や延滞金が加算されるだけでなく、財

産調査をした上で、差し押さえなど滞

納処分の対象となる場合があります。

　お手元に納め忘れの納付書がないか

ご確認ください。また、事情により納

付することが難しい場合や、納め忘れ

などによる納付の相談はお早めにお願

いします。

問い合わせ　保険年金課（内線１５２、１５６）

  

献血にご協力を

とき・ところ　３月２４日、午前１０時

～午後４時＝エコール・ロゼ

※献血を受けていただける条件など詳

しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会〔(２５)

８２６１〕

国民健康保険

福　祉

 

水道の使用開始・中止は必ず
届け出を

○転入や転居などで新たに水道を使用

される場合は、事前に届け出が必要で

す。また、新築などの工事をされる場

合も届け出が必要です。

○転出などで水道を使用されない場合

は、料金の精算が必要ですので、必ず

届け出をしてください。

○インターネットでも使用開始や中止

の手続きができます。市ウェブサイト

内の水道事業の

ページにある申

し込みフォーム

に、必要事項を

入力し送信して

ください。水道

お客様センター

で申し込み内容

を確認後、手続きをします。

○使用水量の確認のために、２カ月に

一度お伺いして水道メーターの検針を

しています。メーターボックスの上に

車や物を置いたり、付近で犬を放し飼

いにしたりすると、検針の妨げとなり

ます。円滑な検針にご協力いただくよ

うお願いします。

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕

水道管やメーターボックスの
管理を

　公道などに埋められた配水管は市の

所有物ですが、この配水管から分かれ

た給水装置（水道メーターは除く）や

メーターボックスは皆さんの財産です

ので、日頃から適切な管理をお願いし

ます。

●メーターボックスの修繕・交換

　メーターボックスが破損している

と、水道メーターの交換や検針業務に

支障がでます。メーターボックスの 蓋 
ふた

が壊れてしまったなどの場合は、修繕

や交換をお願いします（修繕や交換に

要する費用は個人負担になります）。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

上下水道

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２２

スマートフォンからでスマートフォンからでもも

申し込みできます申し込みできます。。
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納付は便利な口座振替で

　市税で口座振替ができるのは、固定

資産税・都市計画税、市・府民税（普

通徴収のみ）、軽自動車税です。口座振

替は期別ごとの納付だけでなく、全期

前納も利用できます。

　また、各税金の納期限に自動的に引

き落としされるため、金融機関などに

行く必要はなく、納め忘れもありませ

んので、ぜひご利用ください（全期前

納の場合は、第１期の納期限）。

申し込み　

●ペイジー口座振替サービスでの申し

込み　

　引き落としを希望する口座のキャッ

シュカード（暗証番号の入力が必要）

を納税課または金剛連絡所に持参いた

だくだけで、簡単に金融機関への口座

振替の手続きができます。

※一部取り扱いできないカードがあり

ます。対応している金融機関など詳し

くは、お問い合わせください。

●取扱金融機関の窓口での申し込み　

　納税通知書と通帳の印鑑、預（貯）

金通帳を持参の上、口座振替依頼書（市

内の金融機関に備え付け）に必要事項

を記入し、市税取扱金融機関へ。　

※市外の金融機関などで申し込む場合

は、お問い合わせください。

申込期限（平成31年度）

問い合わせ　納税課（内線１２２）

税
固定資産税の「縦覧帳簿の縦覧」
と「課税台帳の閲覧」を実施

縦覧帳簿の縦覧

　縦覧帳簿の納税者本人の土地・家屋

の評価額と市内の他の土地・家屋の評

価額を比較できます。

記載内容

◇土地価格等縦覧帳簿＝所在、地番、

地目、地積、価格、市街化区域・市街

化調整区域の別

◇家屋価格等縦覧帳簿＝所在、家屋番

号、種類、構造、床面積、価格、建築年

縦覧できる人

◇土地価格等縦覧帳簿＝市内に土地を

所有している納税者

◇家屋価格等縦覧帳簿＝市内に家屋を

所有している納税者

※いずれも納税管理人、納税者の同居

親族、委任状を持っている代理人でも

可。

期間　４月１日～５月３１日（土・

日曜日、祝日を除く午前９時～午後５

時３０分）

課税台帳の閲覧　

　土地や家屋などの所有者は固定資産

課税台帳を閲覧できます。また、借地

人・借家人なども賃借権などの目的と

なる土地・家屋について記載された部

分を閲覧できます。

閲覧できる人

◇納税義務者

◇納税管理人、納税者の同居親族、委

任状を持っている代理人　

◇借地人、借家人など（ただし、権利

関係と有償であることを示す書類が必

要です）

期間　４月１日～平成３２年３月３１日

（土・日曜日、祝日、年末年始を除

く午前９時～午後５時３０分）

縦覧・閲覧に必要な書類など　

・本人確認ができる書類（納税通知書

や運転免許証など）

・納税管理人や納税者の同居親族は閲

覧できますが、代理人が来られる場合

は委任状が必要

・法人名義の物件については、委任状

または申請書に代表印の押印が必要

縦覧・閲覧場所　

課税課（内線１１３～１１６）

原付・軽自動車などの廃車、
名義変更の手続きを忘れてい
ませんか

　軽自動車税は、４月１日現在の所有

者に課税されます。廃車や譲渡などを

しているにもかかわらず手続きが済ん

でいない人は、３月末日までに次の窓

口で手続きをしてください。手続きを

されない場合いつまでも軽自動車税が

課税されます。解体したり、盗難に

あったりしてナンバープレートや証明

書などがない場合も各窓口へご相談く

ださい。

　なお、業者に手続きを依頼された場

合は３月末日までに手続きが済んでい

るかどうか確認してください。

◇原動機付自転車（～125CC）・小型

特殊自動車

ところ　課税課（内線１１０）、または金

剛連絡所〔(２９)１４０１〕

持ち物　ナンバープレート、印鑑、申

告済証（販売証明書）

◇125CCを超える２輪車

ところ　大阪運輸支局和泉自動車検査

登録事務所（和泉市上代町官有地）

〔０５０(５５４０)２０６０〕　

※持ち物など詳しくは、お問い合わせ

ください。　

◇軽自動車（３輪・４輪）

ところ　軽自動車検査協会大阪主管事

務所和泉支所（和泉市伏屋町一丁目１３

の３）〔０５０(３８１６)１８４２〕　

※持ち物など詳しくは、お問い合わせ

ください。

消費税軽減税率制度説明会

とき　３月２６日、午後１時～２時３０

分、午後３時～４時３０分

ところ　すばるホール２階ホール

※駐車場には限りがありますので、で

きるだけ公共交通機関をご利用くださ

い。

内容　１０月より実施される消費税の軽

減税率制度について

定員　各８００人　

※当日、直接会場へ。

持ち物　筆記用具

問い合わせ　富田林税務署〔(２４)

３２８１〕

２３
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人権を考える市民の集い         
～人権教育・啓発推進講演会～

とき　３月２１日、午後１時～３時

ところ　市消防本部

内容　講演会「電話相談から考える人

権の集い～助けて！を言える社会、地

域を創るために～」 

定員　５０人

参加費　無料

申し込み　３月６日～、市人権教育・

啓発推進センター〔(２０)０２８５〕へ（申

し込み先着順）

公民館施設使用団体登録を　
受け付け

　中央・金剛・東公民館および喜志分

館では、「公民館施設使用団体登録」を

実施しています。

　公民館施設を継続的にご利用される

場合は、事前に団体登録をする必要が

ありますので、ご注意ください。　

※詳しくは、各公民館（喜志分館は中

央公民館）にお問い合わせください。

問い合わせ　中央・金剛・東公民館

市こ連加盟登録こども会募集

　市こども会育成連絡協議会では、平

成３１年度の加盟登録こども会を募集し

ています。

　同協議会は、地域こども会活動の運

営に役立つ事業を実施したり、情報を

提供したりしています。

　また、こども会活動中の事故に対す

る保険（安全共済会）も取り扱ってい

ます。

　３１年度の加盟登録と安全共済会加入

を次のとおり受け付けます。

対象者　市内で活動している子ども会

登録分担金　１団体年額＝２０００円

安全共済会費　１人年額＝府こ連３５０

円、全子連７０円

※全子連のみの加入はできません。

申し込み　４月８日～（土・日曜日、

祝日を除く午前９時～午後５時３０分）、

登録分担金と安全共済会費を添えて、

 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）１階生
ト ピ ッ ク

涯学習課〔(２６)８０５６〕へ

※３月１７日、午前９時～１１時も受け

付けします。

 

●富田林警察署管内少年柔道・剣道推

進会

Ａ小学３年～中学２年生　Ｂ若干名　

Ｃ柔道＝毎週水・金曜日、剣道＝毎週

火・木曜日、いずれも午後５時～７時

Ｄ同警察署柔道・剣道場　Ｅいずれも

入会金１０００円、柔道＝月額１５００円、剣

道＝月額１０００円（いずれも３カ月分前

納）　Ｆ・Ｇ３月１日～３１日に同警

察署少年係〔(２５)１２３４〕へ

●ピンポンパン（トランポリン）

Ａ４歳～１２歳　Ｂ多数　

Ｃ火曜日（月３回）、午後

４時３０分～６時　Ｄ市民

総合体育館　Ｅ年会費

３６００円、月額１５００円　Ｆ・

Ｇ平畠さん〔０９０(４０３５)６４１６〕

●トマトクラブ（健康体操）

Ａ６０歳以上の人　Ｂ１０人　Ｃ毎週木曜

日、午後１時～２時３０分　Ｄ市民総合

体育館　Ｅ月額１５００円　Ｆ・Ｇ山口

さん〔(２６)０８８５〕（午後６時以降）

●富田林撞球愛好会

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ若干名

Ｃ毎日（休館日は除く）、午前９時～午

後４時３０分　Ｄ総合福祉会館　Ｅ入会

金２０００円、年額２０００円　Ｆ・Ｇ武田　

尚昭さん〔(３４)８２９７〕

●喫茶「なごみ」（ボランティア）

Ａ市内在住で７０歳未満の人　Ｂ若干名

Ｃ毎週月・水・金曜日、午前１０時～午

後３時　Ｄ総合福祉会館　Ｅ無料　

Ｆ・Ｇ市社会福祉協議会〔(２５)８２００〕

●ウクレレ同好会

Ａ市内在住で６０歳以上の初心者　Ｂ１０

人　Ｃ月曜日（月２回）、午前１０時～正

午　Ｄ総合福祉会館　Ｅ１回１０００円

Ｆ・Ｇ若井さん〔０９０(８８８１)６５９５〕

●我ら厨房派（男性料理クラブ）

Ａ市内在住の男性　Ｂ若干名　Ｃ第３

水曜日、午前９時５０分～正午　D金剛

公民館　Ｅ月額１２００円（教材費含む）　

Ｆ・Ｇ東　正浩さん〔０９０(８８８８)８８７２〕

クラブ員募集
《新刊案内》

■小説など

散歩するネコ　　　　　　群　ようこ

試験に出ないＱＥＤ異聞　高田　崇史

千年図書館　　　　　　　北山　猛邦

おはなし会

中央図書館　３月１０日、２４日、午

前１０時３０分～１１時

金剛図書館　３月２日、１６日、午

後２時～２時３０分

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

中央図書館　３月３日、１７日、３１

日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　３月９日、２３日、３０

日、午後２時～２時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　３月１５日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　３月７日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、１４日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※午前１０時４０分～１１時に、保健師によ

る子育てについてのお話があります

（金剛図書館のみ）。

※①⑤⑥は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者、②③は１歳児と保護者対象、

④は２歳児と保護者対象（先着各１５組、

ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程

※４月より、巡回日程が変更になって

いますので、ご注意ください。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ
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けあぱる連続講座

①英会話をもっと楽しむ講座

とき　４月４日～平成３２年３月２６日の

木曜日、午後１時～３時（全３６回）

② 篆  隷 書・ 篆  刻 講座
てん れい てん こく

　「 篆 書」や「 隷 書」といった字体を学
てん れい

び、石などに名前や詩句など、いろい

ろな文字を彫る初心者向けの講座です。

とき　４月５日～平成３２年３月１９日の

おおむね第１金曜日、第３木曜日、い

ずれも午後１時～３時（全２０回）

 カルチャー
ところ　けあぱる　

定員　①５人、②１５人

受講料　①３万６０００人、②２万４０００円

（①は別途テキスト代、②は別途道具・

材料代実費）

申し込み　いずれも、３月７日、午

前９時～、けあぱるへ（定員①２人、

②１０人、申し込み先着順、電話申し込

み不可）　

※１３日以降は電話でも受け付け。

※いずれも、３月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

①３人、②５人、申し込み先着順）。

けあぱるパソコン講座

①インターネット入門コース

とき　４月１１日、１８日、２５日、

午前１０時～正午（全３回）

②インターネットを使ってお買い物を

楽しみましょう

とき　５月９日、

１６日、２３日、午

前１０時～正午（全３

回）

③ウィンドウズ10を基礎から学びま

しょう

とき　６月１３日、２０日、２７日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　各８人　

受講料　各５０００円（別途テキスト代実

費）

持ち物　パソコン（③はウインドウズ

１０が搭載されたもの）

申し込み　いずれも、３月８日、午

前９時～、けあぱるへ（定員各３人、

申し込み先着順、電話申し込み不可）

※１５日以降は電話でも受け付け。

※いずれも、３月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

各５人、申し込み先着順）。

人権市民セミナー                  
 「プレイバックシアターによ
る新しい自分の発見！」

　プレイバックシアターとは、参加者

が自身の体験を話し、表現者がその場

で即興劇として表現することをいいま

す。

　プレイバックシアターを通して、自

身の過去を振り返り、自分を見つめて

みませんか。

とき　３月１０日、午前１０時３０分～午

後５時３０分

ところ　市消防本部４階大講堂

定員　１０人　

参加費　無料

申し込み　３月７日までに、講座名、

住所、氏名、年齢、電話番号を人権政

策課〔（内線４７２）・Ｅメールjinken@city.

tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み多数の

場合抽選、電話・Ｅメール申し込み可）
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きらめきファクトリーイベント

●個展「酔っぱらいのお月さま」

　「酔っぱらった月」をモチーフにした

個性的なアート作品をつくる Ｋｉａｎ さ
キアン

んの個展を開催します。その不思議な

世界に、ぜひふれてください。

とき　３月２１日～２４日、午前１０時

～午後８時（２４日は午後６時まで）

ところ　きらめきファクトリー２階

入場料　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　きらめきファクトリー

第69回市民文化祭参加者募集

①市民民謡大会

とき　６月２３日

対象者　市内在住・在勤の人が５人以

上含まれる団体　定員　６団体

②ダンスフェスティバル

とき　７月６日

対象者　主に市内で活動している５人

以上５０人以下の団体（市外で活動して

いる場合でも市内在住の人が過半数の

団体は可）　定員　６団体

ところ　すばるホール

申し込み　いずれも、すばるホールに

備え付けの申込書に必要事項を記入

し、３月１０日～１７日（休館日を除

く午前９時～午後５時）に、すばるホー

ルへ（①は申し込み先着順、②は２４日

、午前１１時～、すばるホールで抽選

会と説明会を実施します）

  

手ぶらでスマホの基本操作講座

　スマートフォンの使い方を分かりや

すく伝授します。

とき　３月１６日、午前１０時～正午

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　スマートフォン（ Ａｎｄｒｏｉｄ ）の
アンドロイド

基本的な操作方法、地図検索、 ＬＩＮＥ 
ラ イ ン

など

定員　１２人　

受講料　１３００円　※スマートフォンは

無料で貸し出します。

申し込み　３月７日、午前１０時～、

同ホールへ（申し込み先着順、電話申

し込み可）

 カルチャー

とんだばやし国際交流協会     
多文化理解のための語学講座

とき・内容など　

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

定員　各１３人（最少催行人数各５人）

申し込み　３月６日～、同協会

〔(２４)２６２２〕へ（申し込み先着順）

※受講料は１カ月当たりで、同協会会

員以外の人は別途１０００円が必要です。

親子工作教室「カタパルト    
グライダーをつくろう」

とき　３月２３日、午後２時～３時３０分

ところ　金剛公民館　

対象者　小学生以上の子どもと保護者

（小学４年生以上は子どもだけの参加可）

定員　１２組

参加費　無料（材料費２００円実費）

申し込み　３月６日～、金剛公民館

へ（申し込み先着順、電話申し込み可）

春休み講座「名画を見て創造
おえかき」

　名画を見て、いろいろな場面を想像

しながらお絵描きをしましょう。

とき　３月２６日、午後１時３０分～３

時３０分　

ところ　けあぱる　

対象者　小学生　

定員　７人　受講料　５００円

持ち物　色鉛筆やクレヨンなど好きな

画材　※汚れてもいい服装で参加して

ください。

申し込み　３月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（定員２人、申

し込み先着順、電話申し込み可）　

※３月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員５人、申

し込み先着順）。
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２７

第９回「 石上 露子生誕祭」       
いそのかみ

写真作品および短歌作品の募集

　石上露子生誕祭実行委員会では、写

真作品と短歌作品を次のとおり募集し

ます。

　受賞作品は、６月８日に開催予定

の第９回「石上露子生誕祭」で表彰さ

れます。

①写真作品

　「富田林寺内町」をテーマに撮影した

写真を、四つ切（ワイド不可）または

Ａ４サイズでプリントしたものに作品

名、撮影場所を添付。白黒、カラー、

組写真（５枚以内）いずれも可

※肖像権など他の権利を有するものは

承諾を得てください。

②短歌作品

　「当て曲げの道」をテーマに詠んだ短

歌を、短冊に書いたもの（１人につき

３作品まで）

※いずれも、未発表作品に限ります。

※詳しくは、お問い合わせください。

応募方法　いずれも５月１５日（消印

有効）までに、住所、氏名、電話番号

を明記し、５８４-００９３本町９の８　

ギャラリー彩内石上露子生誕祭実行委

員会〔(２６)２７７１〕へ

※優秀作品は、５月２８日～６月９日

、寺内町センターに展示します。

第22回富美展

とき　３月２７日～３１日、午前１０時

～午後６時（３１日は午後４時まで）

ところ　すばるホール３階展示室他

内容　日本画、洋画、彫刻、書、写真

入場料　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　植木　啓次さん（市美術

協会事務局）〔(２３)４６０４〕

  

 Ｔｏｐｉｃ イベント
ト ピ ッ ク

① 雛 めぐりキッズフードコート
ひな

　ラーメン、カレーうどん、フランク

フルト（いずれも１００円）を子どもたち

が元気に販売します。

とき　３月９日、午前１１時～午後２時

※売り切れ次第終了（各４０食）。

②青少年委員会公開シンポジウム「若

者が行列をつくる公共施設のつくり方」

　Ｔｏｐｉｃが活気ある施設となるよ

うに、さまざまなことに取り組んでい

る、青少年委員会による成果発表と、

公共施設の活用方法などについて若者

目線で話し合う討論会を開催します。

とき　３月１７日、午後３時～５時

定員　８０人　入場料　無料　

ところ　Ｔｏｐｉｃ（きらめき創造館）

交流スペース

※いずれも、当日直接会場へ。

問い合わせ　①は谷川さん〔０９０(１９６８)

７５４１〕、②は生涯学習課〔(２６)８０５６〕

 Ｔｏｐｉｃ 青少年フェス2019
ト ピ ッ ク

　中学生・高校生によるダンスや音楽

などのステージと、ゲームコーナーや

工作コーナーなどでさまざまな体験が

できるイベントです。

とき　３月３１日、午前１１時～午後３時

ところ　Ｔｏｐｉｃ（きらめき創造館）

交流スペース他

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※一部、参加費が必要なコーナーがあ

ります。

問い合わせ　谷川さん〔０９０(１９６８)

７５４１〕

  イベント サバーファームだより

　甘くておいしいイチゴ狩りが楽しめ

ます（午前９時３０分～、当日分の整理

券を販売、数量限定）。　

※生育状況により実施できない日があ

りますので、前日にお問い合わせくだ

さい。

①イチゴ大福作り

とき　３月２日、３日、９日、

１０日、１６日、１７日、２１日、２３

日、２４日、３０日、３１日、午前

１０時３０分～正午、午後０時３０分～２時、

午後２時２０分～３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

②ポピー植え付け体験

とき　３月１０日、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　参加費　無料

③トマト植え付け体験

とき　３月１６日、１７日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

④サトイモ植え付け体験

とき　３月３０日、３１日、午前１０時

３０分～正午　

定員　各３０人　参加費　無料

⑤サバーフェスタ

　手作り雑貨のお店やおいしい食べ物

のお店がたくさん出店します。

とき　３月２４日、午前９時３０分～午

後３時

※①～④は当日午前９時３０分～受け付

け（申し込み先着順）、⑤は当日直接会

場へ。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストラン「サバ―キッチン」のみご利

用の場合は、入園料なしでご利用いた

だけます）。

問い合わせ　サバーファーム

く
ら
し
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※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。

広告枠



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２８

人権文化センター                 
「早春イベント」

　人権文化センターでは、陶芸・英語・

ハイキング・健康体操教室などを実施

し、多くの市民の皆さんが参加してい

ます。

　その発表の場として次のとおり講座

作品展を開催します。

とき　３月７日～９日、午前１０時

～午後８時（９日は午後４時まで）

ところ　人権文化センター

《講座作品展》　

　講座生が作った書写、手芸、陶芸、

 七  宝  焼 などの作品や、英語・健康体操・
しっ ぽう やき

万歩・料理教室などの様子を撮った写

真を展示します。

《人権パネル展》　

　「部落問題って知ってる？」「本人通

知制度に登録しよう！」をテーマにパ

ネル展を実施します。

《極小豆盆栽を展示》　

　市内在住の千嶋　満雄さんが作った

１㌢に満たない小さな盆栽である極小

豆盆栽や極小鉢を展示します。

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※車での来場はご遠慮ください。

問い合わせ　人権文化センター

合唱団ミニコンサート

　市少年少女合唱団が楽しい歌をいっ

ぱい歌います。ぜひ、聞きにお越しく

ださい。

とき　４月１４日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　金剛公民館２階ホール

定員　１００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　 鷲  見 さん〔(２１)３６２０〕
す み

ぶらり旅企画～兵庫県・香住
へ行きましょう～

とき・ところ　３月２５日、午前８時、

けあぱる集合　※午後８時ごろ、集合

場所で解散。

行き先　兵庫県美方郡香美町香住区

対象者　市内在住・在勤の人

定員　４０人（最少催行人数１７人）

参加費　１万４０００円（バス代、傷害保

険代、昼食代を含む）

申し込み　３月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（定員２０人、申

し込み先着順、電話申し込み可）

※３月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員２０人、申

し込み先着順）。

たび旅とんだばやし             

「レトロな 煉  瓦 構造物と      
れん が

お花見まち歩きツアー」

　レトロ建築の代名詞である 煉  瓦 につ
れん が

いて学び、富田林や周辺に残る煉瓦構

造物の見学と桜を楽しむまち歩きツ

アーです。昼食には、 割  烹 店のお花見
かっ ぽう

弁当をご用意します。

とき・ところ　３月２９日、４月７日

、いずれも午前１０時３０分に、きらめ

きファクトリー集合、午後４時ごろ、

狭山池博物館（大阪狭山市池尻中二丁

目）で解散予定。

定員　各２０人　参加費　４０００円（昼食

代含む、別途交通費５６０円実費）

申し込み　３月２１日までに、きらめ

きファクトリーへ（申し込み多数の場

合抽選、電話申し込み可）　

※参加には、たび旅とんだばやしへの

メンバー登録が必要です。

けあぱるロビーコンサート

とき・内容　①３月３０日＝フラダン

ス、②３１日＝管弦楽コンサート、③

４月３日＝ハープコンサート、④４

日＝大正琴、いずれも正午～午後０

時４５分ごろ（①のみ午後０時３０分ごろ

まで、いずれも午前１１時３０分開場）

ところ　けあぱる１階ロビー

出演　①けあぱるフラガールズ、②南

大阪管弦楽団、③花音＆風歌、④いつ

み会

定員　各５０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　けあぱる

スプリング・ブラス2019

とき　３月２３日、午後２時～３時ご

ろ（午後１時３０分開場）

ところ　中央公民館

出演　第三中学校吹奏楽部

定員　８０人（当日、直接会場へ）

※車での来館はご遠慮ください。

入場料　無料

問い合わせ　中央公民館

金剛山での自然散策～春編～

　野鳥観察を通じて、金剛山の春を感

じてみませんか。

とき　３月１６日、午前９時４０分～午

後２時４５分

ところ　金剛山山頂周辺（現地集合・

解散）

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　５人　参加費　無料

※持ち物など詳しくは、受講決定時に

お知らせします。

申し込み　３月６日～、東公民館へ

（申し込み先着順、電話申し込み可）

※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。

広告枠
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２９

グラウンドゴルフ大会

とき　３月１９日、午前９時３５分～正午

（午前８時４５分～９時１５分に受け付け、

雨天時は２６日に延期）

ところ　石川河川敷川西グラウンドゴ

ルフ場

内容　２４ホールストロークプレー

対象者　２０歳以上の人

定員　１００人

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　３月７日、午前１０時～、

市民総合体育館〔(２５)１４４０〕へ（申し

込み先着順、電話・ファクス申し込み

可）

バンパー大会

とき　３月２５日、午前９時３０分～午

後３時

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住で６０歳以上の人、障

がい者手帳所持者、ひとり親家庭の人

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　３月６日～２０日に、総

合福祉会館へ（申し込み先着順、電話

申し込み可）

  

第12回かがりの郷まつり

　かがりの郷で活動する皆さんの発表

の場として、また、地域の人たちとの

交流の場としてかがりの郷まつりを開

催します。

とき　３月９日、午前１０時～午後３時

ところ　かがりの郷　

内容　舞台発表（楽器演奏、舞踊など）、

作品展示（フラワーアレンジメント、

パッチワークなど）、おもちゃ病院、ボ

ランティア紹介、阿波踊り体験、野点、

喫茶コーナー、キッズコーナーなど

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※当日は浴場、パソコン、マッサージ

チェア、囲碁、将棋の利用はできませ

ん。

※駐車場には限りがありますので、で

きるだけ公共交通機関をご利用くださ

い。

問い合わせ　かがりの郷

  イベント

  

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてのスイミング　４月１６日～

６月２５日の火曜日、午後１時～２時

②スイムトレーニング　４月１６日～６

月２５日の火曜日、午後２時３０分～３時

３０分

③アクアビクス　４月１０日～６月１９日

の水曜日、午前１１時～正午

④４泳法チャレンジ　４月１７日～６月

２６日の水曜日、午後１時３０分～２時３０

分

⑤クロールからのステップアップ　４

月１７日～６月２６日の水曜日、午後３時

～４時

⑥クロール入門　４月

１８日～６月２７日の木曜

日、午後１時～２時

⑦水中ウォーキング　４月１８日～６月

２７日の木曜日、午後２時３０分～３時３０

分

⑧平泳ぎ入門　４月１９日～６月２８日の

金曜日、午後１時～２時

⑨背泳ぎとバタフライ入門　４月１９日

～６月２８日の金曜日、午後２時３０分～

３時３０分

⑩アクアトレーニング　４月２０日～６

月２９日の土曜日、午後２時～３時

《陸上の部》

⑪バランスボール　４月９日～６月１８

日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑫フラダンス　４月１８日～６月２７日の

木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

⑬ヨガ　４月１８日～６月２７日の木曜日、

午後１時～２時

⑭ライトヨガ　４月１８日～６月２７日の

木曜日、午後２時３０分～３時３０分

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、③⑦⑧⑨⑩は

各２０人、⑪は１０人）　

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　３月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（申し込み先着

順、電話申し込み不可）

  スポーツ ＦＣ大阪親子サッカー教室

とき　３月２３日、午後１時～３時（午

後０時３０分～受け付け、少雨決行）

ところ　金剛中央グラウンド

対象者　３歳～小学６年生と保護者

定員　５０組

参加費　１５００円（子どもは２人目から

１人につき５００円追加、当日徴収）

※参加者にはＦＣ大阪グッズをプレゼ

ントします。

持ち物　タオル、飲み物、シューズ、

サッカーボール

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月７日、午前１０時～、

市民総合体育館へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

少年軟式野球体験教室

とき　３月２４日、４月２０日、午前

９時～午後４時（雨天中止）　

※都合の良い時間に直接会場へ。

ところ　高辺台小学校

対象者　小学生の男女　

参加費　無料

持ち物　野球道具（貸し出しもあり）、

運動靴、飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

問い合わせ　吉岡　秀明さん（ジュニ

ア金剛）〔０９０(１７１０)５８６８〕　

※詳しくは、ホームページ〔http://jr-

kongo.xii.jp/〕をご覧ください。

府障がい者スポーツ大会

とき　①５月１２日、②１８日、③１９

日、④２５日、⑤２６日、⑥６月１

日、午前８時３０分ごろ～

ところ　万博記念競技場（吹田市）、府

立門真スポーツセンター（門真市）他

種目　①陸上、②水泳、③アーチェリー、

④ボウリング、⑤フライングディスク、

⑥卓球、サウンドテーブルテニス

対象者　①②③⑤⑥身体障がい者手帳

所持者、①②④⑤⑥知的障がい者手帳

所持者、⑥精神障がい者手帳所持者ま

たは自立支援医療（精神通院）受給者

証の所持者　

参加費　無料

申し込み　３月１５日までに、障がい

福祉課（内線１９２）へ

く
ら
し
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り
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各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

春休み短期体操教室

とき・内容　３月２５日～２７日、①

午前９時３０分～１０時２０分＝逆上がり特

訓、②午前１０時３０分～１１時２０分＝跳び

箱・鉄棒チャレンジ（いずれも全３回）

ところ　市民総合体育館

対象者　①５歳～小学２年生、②小学生

定員　各１０人　参加費　２７００円

持ち物　上靴、飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月６日、午前１０時～、

参加費を添えて市民総合体育館へ（申

し込み先着順、電話申し込み不可）

３０

 Ｓｐｒｉｎｇ テニス 
スプリング

 ｗｉｔｈ  お花見
ウィズ

とき　４月７日、①②午前９時３０分

～１０時５０分、③④午前１１時１０分～午後

０時３０分、⑤⑥午後１時３０分～２時４０分

ところ　総合スポーツ公園

対象者　①５～６歳、②③小学１～２

年生、④⑤小学３～４年生、⑥小学５

～６年生

定員　各８人　

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　３月１６日、午前９時～、

総合スポーツ公園へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

シルバーエイジレクリエー
ション１回無料体験会

とき　３月８日、１５日、２２日、

２９日、午後１時３０分～３時

ところ　市民総合体育館

内容　年齢に合わせた軽運動やグラウ

ンドゴルフ

対象者　６５歳以上の人　定員　各５人

持ち物　上靴、タオル、飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月６日、午前１０時～、

市民総合体育館へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
談



ビクトリークリニック          
（バドミントン教室）

　アテネオリンピックに出場された、

森　かおりさんによるバドミントンの

実技指導です。

とき　３月２０日、午前１０時～正午、

午後１時～３時

ところ　市民総合体育館

対象者　１６歳以上の人

定員　各４０人　参加費　無料

申し込み　３月７日、午前１０時～、

市民総合体育館または青少年スポーツ

ホールへ（申し込み先着順、電話申し

込み可）

笑いヨガ体験教室

　笑いヨガは、笑いとヨガの呼吸法を

組み合わせたユニークな健康法です。

　いっぱい笑ってストレスを解消し、

免疫力を高めましょう。

とき　３月３０日、午前１０時３０分～１１

時３０分

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　２０人　参加費　５００円（当日徴収）

持ち物　タオル、飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月７日、午前１０時～、

同ホールへ（申し込み先着順、電話申

し込み可）

３月・４月の                      
東公民館ホール一般開放

とき　３月３日～４月２８日の毎週日曜

日、午前９時～午後５時

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トンなど　

使用料　無料　持ち物　上靴　

問い合わせ　東公民館

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

足の健康とノルディック・
ウォーク

　生涯を通して元気に歩くために、正

しい歩行姿勢を身に付けることができ

るノルディック・ウォークを体験して

みませんか。

とき　３月２５日、午前１０時～正午

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　基本的な歩き方を学び、 美  具  久 
み ぐ く

 留  御  霊  神  社 の参道を歩く
る み たま じん じゃ

定員　２０人

参加費　５００円（当日徴収）

※ノルディックポールは３００円で貸し

出します（お持ちの人は持参してくだ

さい）。

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月７日、午前１０時～、

同ホールへ（申し込み先着順、電話申

し込み可）

ヘキサスロンで運動能力測定

　遊び感覚で「走る」「跳ぶ」「投げる」

など基本的な動作を自然と身に付ける

ことができる運動プログラム「ヘキサ

スロン」で運動能力測定をしましょう。

とき　４月１４日、午前１０時～正午、

午後１時～３時

ところ　青少年スポーツホール

対象者　小学生　定員　各２５人

参加費　５００円（当日徴収）

持ち物　上靴

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月７日、午前１０時～、

同ホールへ（申し込み先着順、電話申

し込み可）

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。

●市民総合体育館  　  (24) 2265

３/２０

●青少年スポーツホール  (29) 3778

３/２０

●総合スポーツ公園    (35) 2121

休みません

●図書館　

中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

３/４、１１、１８、２５、４/１

●公民館　

中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

３/４、１１、１８、２１、２５、４/１

●人権文化センター    (24) 0583

３/３、１０、１７、２１、２４、３１

●児童館  　　　　　  (25) 0666

３/３、１０、１７、２１、２４、３１

● Ｔｏｐｉｃ (きらめき創造館) （26）8056
トピック

３/２１

●すばるホール  　　  (25) 0222

３/４、１１、１８、２５、４/１

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

３/６、１３、２０、２７、４/３

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

３/２、３、９、１０、１６、１７、２１、２３、

２４、３０、３１

●総合福祉会館　　    (25) 8261

３/２１　※毎週木曜日は浴場の利用は

できません。

●かがりの郷  　　　  (20) 6070

３/２１　※毎週月曜日と３/９、１８～２５

（工事のため）は浴場の利用はできま

せん。

●けあぱる  　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる  (28) 8668

３/４、１１、１８、２５、４/１

●農業公園サバーファーム (35) 3500

３/４、１１、１８、２５、４/１

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館    (26) 0110

　旧田中家住宅　  　  (25) 6771

３/４、１１、１８、２５、４/１　※旧杉山

家住宅と寺内町センターは、３/２、午

後１時～臨時休館します。

●きらめきファクトリー  (24) 5500

休みません

●消防本部・消防署    (23) 0119

　金剛分署　　  　　  (29) 0119

　消防災害情報案内0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス（防災無

線音声確認） 0800 (805) 5653
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と
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日

ま
で
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休
館
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除
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前

２１

１０

時
～
午
後
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ろ
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財
旧
杉
山
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住
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館
料
　
4
0
0
円
（
６
～
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２
０
０
円
）

１５
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せ
　
文
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課
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線
５
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８
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茶
会
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日
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時
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※
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千
家
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裏
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１０

と
こ
ろ
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宅
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５
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（
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日
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直
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茶
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代
）
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）
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時時
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））
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売売
、、
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辺辺
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５５
））
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ちち
交交
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館館
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００
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００
〕〕

（（２２６６））
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ァァ
クク
トト
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５５
５５
００
００
〕〕

（（２２４４））
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きき

と
こ
と
こ
ろろ

問
い
合
わ

問
い
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わ
せせ

じ
な
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ま
ち
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め
ぐ
り
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じ
な
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季
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語
２
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１
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「
春

じ
な
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ま
ち
四
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語
２
０
１
９
「
春
」」

※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。

広告枠
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